
三郷市立栄中学校だより

～熱意・誠意・鍛錬～

ここ数日で一気に寒くなったように感じます。同時に令和３年も残り少なくなってきて、一人焦りを

感じております。そのような中でも栄中生の頑張りは私たちの心を温めてくれています。１０月１９日

（火）に県立みさと公園で行われた埼玉県中学校駅伝競走大会の市内予選会では、男女そろっての優勝

を飾ってくれました。見ていてワクワクしました。それは、それぞれの選手が優勝を信じて精一杯の走

りをし、次の選手に繋げようとしていることが伝わってきたからです。前を行く他校の選手がいれば少

しでも追いつこうと、あるいは自分より速い選手に抜かされても、これ以上離されまいと必死でついて

いこうとする走りがありました。また、１位で襷を受けたら少しでも差を開いて次の選手に繋ごうと自

分の持てる力を精一杯発揮して頑張る姿から、その気持ちが伝わってきました。１１月６日（土）に熊

谷で行われる県大会に向けて、今も毎朝、練習を行っています。また、熱い想いの詰まった駅伝での走

りを期待しています。また、文化面でもたくさんの栄中生の活躍がありました。埼玉県統計グラフコン

クールでは、４回連続となる県上位への入賞をしましたし、様々な作文コンクールや美術展、科学展等

でも素晴らしい賞を受賞しています。それぞれの生徒が思いを込めて出品した作品が見る人の心を動か

したということです。素晴らしいです。一方、学校全体の取組としては１０月２１日（木）から本格的

な合唱練習が始まり、放課後などにきれいな歌声が校長室にまで響いてきます。新型コロナウイルスへ

の感染防止対策としてマスクの着用をはじめ、様々な規制がある中ですが、クラスのみんなでつくりあ

げる合唱のよさはやはり格別です。ただただ「いいなぁ。」と思います。保護者や地域の皆様に御参観い

ただくことはできませんが、自分たちの心が熱くなる、聴いている人の心が温かくなる最高の合唱を期

待しています。

さて、先日、脳についての研究をされている方の講演を聴く機会があり、その中には私自身の経験か

らも「なるほど」と感じたことがありました。一つは、「様々な実験やそのデータから、学習をはじめと

する様々な行為の成果は『熱意』の有無や量にかかわる。『熱意』は『よし、やるぞ！』と自分自身を奮

い立たせて引き出そうとする一過性の「意欲」とは異なり、楽しむ力やワクワクする力である。」という

ことでした（スポーツなどでは意欲も有効であるが・・・）。もう一つは、「学習は辛い方が深く定着し

やすい。」ということで、何かを覚えるのに、それらを繰り返し見て覚える方法と、確認テスト形式で繰

り返しテストを行う方法では、覚えるスピードは同じでも知識としての定着度は確認テスト形式の方が

３倍強いという実験結果があるということでした。つまり、人間の脳はワクワク楽しみながら、インプ

ットよりもアウトプットを繰り返す方が効率よく成果を上げることができるということが様々な実験か

ら明らかであるというのです。

今、栄中生たちが行っている合唱練習にも通じるものがあり、これからの学習方法にもこれらのこと

を理解したうえで、さらなる工夫等を行ってくれたらと思います。

保護者の皆様や地域の皆様のさらなる御支援・御指導をいただくことができるよう、栄中生の様子を

さらにお伝えできるよう工夫してまいりますので、今後ともよろしくお願いいたします。
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ワクワクとアウトプットをたくさん
校長 小堺 正之

下記の予定は11月１日現在の予定です。変更する場合もありますことを

御理解ください。

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６

彩の国教育の日 なし日程 文化の日 なし日程 合唱コンクール 県

パートリーダー SC 来校 ６校時音楽集会 （本校体育館・ 駅

会議 学年別） 伝

７ ８ ９ １０ １１ １２ 13
水曜日課・ 6 時 テスト時程（月 3 年三者面談① 3 年三者面談②
間授業 曜日課）

1 年教室移動⑤ 専門委員会

2 年教室移動⑥ 3 年生東部地区
学力テスト

2 年実力テスト
14 １５ １６ １７ １８ １９ 20
県 完全下校 16:45 3 年三者面談④ なし日程 諸活動停止期間 数

民 3 年三者面談③ 125634 の順 3 年三者面談⑥ 学

の 中央委員会 16:30 ～ 検

日 3 年三者面談⑤ 保護者学校評価 定

締め切り

21 ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ 27
生徒朝会・全校 勤労感謝の日 期末テスト（テ 期末テスト 期末再試日

朝会 スト日程・清掃 薬物乱用防止教

安全点検日 なし） 育

ふれあいデー

28 ２９ ３０ １２月１日 ２ ３ ４

テスト返却開始 保護司懇談会

聖火トーチ写真

（ 1， 2 年）

埼玉県では、教育に対する関心と理解を一層深める機会として、毎年 11 月 1 日を「彩の国
教育の日」、11月 1日から 7日までを「彩の国教育週間」としました。
教育の日を含む、教育週間には、家庭、学校、地域社会の連携のもとに、教育に関する

様々な取組を推進します。

『ランチ酒』 原田ひ香 著 祥伝社
この本を読んで、食べることは生きるために必要なことであるとともに、人を幸せに

したり、心を満たしたりする力も持っていると実感した。栄養教諭として、食の楽しみ
を子どもたちに伝えていきたい。
また、様々な性格の人がいること、人はそれぞれ様々な事情を抱えていることを教え

てもらった。生活していると大変なこともあるが、自分の楽しみを見つけ、自分が主人
公になれる瞬間を作り、心の健康を保つことの大切さを学んだ。

本 校 の 読 書 活 動 ～先生方のおすすめの本～ 中村真菜美栄養教諭から

本校のホームページでは、生徒の活動の様子や、学校からのお知らせを
配信しています。

ホームページアドレス www.edu.city.misato.lg.jp/sakaechu/



1 学期に実施した埼玉県学力・学習状況調査結果をお知らせ致します。本調査は、「学習した内容がしっか
りと身に付いているのか」という今までの視点に、「一人一人の学力がどれだけ伸びているのか」という視点

を加えることで、子供たちの成長していく姿が見える調査です。

県の学力レベルは、36段階（1～ 12レベルをそれぞれ ABCの 3段階に分割）に分かれています。1年生は 4C
～ 10A、2年生は 5C～ 11A、3年生は 6C～ 12Aになります。１，２年生は県の学力レベルより上回っていま
す。この調査結果を受け、レベルの上位の生徒にアンケートを採ったところ次のような回答をする人が多かっ

たです。

・定期試験 2週間前からしっかりと学習計画を立てている。
・授業で分からなかったことはその日のうちに分かるようにしておく。

・間違った問題は、解けるまで何回でも解き直している。

また、学習方法の工夫については、以下のようなことがあがっていました。

・生活する上で学んだことと関連付けて考える。

・丸暗記しようとせず、理解することで覚える。

・授業に集中して取り組み、家では短い時間でも集中して取り組むこと

・勉強する前にその日の勉強できる時間を確かめ、自分の苦手をなくせるように具体的内容と時間を決め

て勉強している。

・間違った問題は何度も繰り返し解きながら、間違えた部分を参考書を使用して理解する。また似た問題

を解いて完璧にする。

全国学力・学習状況調査は平成 19 年度から続いてい
る小学校 6 年生・中学校 3 年生を対象にした全国統一の
調査です。今年度は国語と数学の 2 教科の調査のみでし
た。この調査は、「知識」と「活用」を一体的に問う問

題形式で実施されています。

３年国語 63 65 64.6

３年数学 53 57 57.2

学年・教科
自校平均
正答率

県平均
正答率

全国平均
正答率

R2 R3

１年国語 65.6 61.3 51.1 66.9 8B 8C

１年数学 61.2 59.4 58 71.9 7A 7B

２年国語 67.6 63.1 54.4 57.1 8A 8A 8B

２年数学 60.4 59.1 57.6 72 7A 8B 8C

２年英語 65.5 62.6 9A 9B

３年国語 66.7 68.1 64.5 68.2 8A 9C 9C

３年数学 57 58.1 69.4 69.8 7A 8B 8A

３年英語 54.2 60 75.2 76.8 8A 9A 10C

県の学力
レベルR3

自校の学力レベル

学年・教科
自校平均
正答率

県平均
正答率

自校の学力
を伸ばした
生徒の割合

県の学力を
伸ばした生
徒の割合

11月は「ケアラー月間」です。
ケアラーという言葉を聞いたことがありますか？埼玉県ケアラー支援条例では、高齢・障害・疾病等により

援助が必要な親族などを無償で介護、看護、日常生活上の世話等を行っている人をケアラー、ケアラーのうち
18歳未満をヤングケアラーと定義しています。
埼玉県では、今年度から１１月を「ケアラー月間」と定めています。11月23日（火・祝日）には、ケアラー

やヤングケアラー支援について考えるフォーラムがオンラインで開催されます。この機会にケアラーやヤング
ケアラーについて考えてみませんか？
問い合わせ：埼玉県福祉部地域包括ケア課（電話 048-830-3266）

10 月 19 日（火）に小雨降る中、実施された市内駅伝大会では、男女ともに優勝という輝かしい記録を残し
てくれました。登録メンバーの人たちは朝早くから外周を走って、少しでも自分のタイムをあげようとしてい

ました。外周を規定の回数走り終えた後に、校門に倒れるように走り込んでくる姿を毎朝見ていました。この

努力が実を結んでくれて本当によかったと思います。応援から帰ってきた校長の第一声は「走っている姿から、

絶対に勝とうという気持ちが伝わってくる走りだったよ」でした。

今度は 11月 6日（土）に三郷市の代表として熊谷スポーツ文化公園陸上競技場で行われる「第 89回埼玉県
駅伝競走大会」に出場します。コロナの感染拡大防止の観点より、応援人数の制限がありますので、決められ

た人以外の応援は、できませんのでご了承下さい。


